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X 線 CT は人体内部の三次元構造を非破壊的に観察可能なことから、病変の早期発見や病状の

経過観察に利用され、現代医療に欠かせない地位を築いている。しかしながら、デュアルエナジ

ーCT(DE-CT)に代表される従来型 X 線 CT はエネルギー情報が限定的であり、かつ既知の基準物

質から断層画像を再構成するため、混合造影剤などの基準から大きく傾向が外れるものに対する

物質同定が不得意である。また、撮影機会の増加に伴う総被ばく量の増加が指摘されており、照

射線量の低減が期待されている（CT撮影 1回当たりの照射線量は約 10mGy）。そこで近年、これ

を解決する新たなシステムとしてフォトンカウンティング CT(PC-CT)が提唱されている。 

PC-CTは、従来型 CTでは取得できなかった個々の X線光子のエネルギー情報を利用して多色

イメージングを行う。世界的に研究が進んでいるシステムとして、CZTを用いた半導体検出器に

よる直接変換型 PC-CTが挙げられるが、検出器面の大規模化の難しさや高カウントレートでの耐

性の低さなど、技術的課題が多い。そこで我々はシンチレータとMPPC(Multi-Pixel Photon Counter)

を組み合わせた間接変換方式をシステムに採用し、低コストな PC-CTの実現を目指す。 

本講演では、独自に開発した 64ch-MPPC 型 PC-CT のシステム構成の概要とその性能検証実験

について報告する。まず、高レートで到来する X線信号に対して多系統の信号処理を実現するエ

レクトロニクスの性能評価を行った。この結果、入力信号に対して十分高速にアナログ・デジタ

ル信号処理が可能であることが分かった。また、エネルギー情報についても高い線形性で取得で

きることを検証した(Figure 1)。最後に、本システムを用いて造影剤を含む複数種類のファントム

の CT撮影を実施し(Figure 2)、臨床装置である DE-CTとの比較実験を行ったので紹介する。 

 

Figure 2: Reconstruction image of various rods  

phantom using a wide energy band (25-120 keV). 

Figure 1: Linearity of output pulse height against  

input current at all of 64-channels. 
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